 未来への一歩“ワンヘルスアクション”２０２６in福岡別紙１

企画運営業務に係る企画提案書作成要領


企画提案書は、仕様書の要求仕様をどのように実現するかを説明するものとして、以下の内容を遵守のうえ、作成すること。

○企画提案書は図表等を含め４０ページ以内とし、簡潔かつ明瞭に記述すること。
・字や図表が大き過ぎる（逆に小さ過ぎる）、余白が多い、といったことを防ぐこと。
○様式は自由、紙のサイズは原則としてＡ４サイズ、縦、横書き、片面印刷、左綴じとする。
○会場図面など文字が小さくなるものは、Ａ３版に印刷し、Ａ４版サイズに折り込むこととしても可。ただしＡ３版は３ページ以内とする。
○次のページの提案項目表の順番に提案書を作成した上で、提案書の各ページが提案項目表のどの部分なのか、わかるようにすること。
○提案書には表紙からページ数をふること。

企画提案書は、仕様とともに契約書に綴じ込み、本業務の実施計画書になることを想定していることから、確実に実施可能な内容とすること。




	[bookmark: _Hlk230944507]提案項目表

	項目
	提案内容

	表紙
	「企画提案書」とだけ記入
※応募者名がわかることは提案書内に一切、記入しないこと

	１　業務内容
	

	
	（１）業務の基本方針
	・イベント実施の目的を理解した上で、業務を実施する上での基本的な考え方、コンセプト
・集客を狙うターゲット層の考え方
・地域や会場の特性を踏まえた考え方

	
	（２）イベントの実施内容・方法
	・仕様書に基づく各業務の実施内容・方法について、詳細を提案
・企画提案書の内容が仕様書を全て満たすことを示した上で、応募者独自の優れた提案があれば積極的に記載
・企画内容は、イベント全体企画、及び、「６つの取組」を通じてワンヘルスを学び体験できる企画内容を記載

	
	（３）広報の企画・実施内容・方法
	・効果的な広報の実施
昨年度までのイベントに来られているワンヘルスを理解している県民ではなく、ワンヘルスを理解してない県民に広く来場を促すための効果的な広報企画・手段を詳しく記載
・ターゲットの考え方と、広告のリーチ方法
・広告の効果測定方法（可能であれば）
（今回予定する広告方法について、過去に効果測定でき、効果的な結果が得られたevidenceもあれば記載）

	２　実施スケジュール
	

	
	（１）実施スケジュール
	業務実施スケジュールを工程表などで具体的に示すこと
・当日までのスケジューリング（ガントチャート）、県との打合せの時期や頻度
・イベント当日の運営・進行プラン（現時点で考えるプラン）
※現時点で考える県との協議により変わる可能性はあります。

	３　実施体制・進捗管理
	

	
	（１）委託業務の実施体制
	・実施体制図を用いて、プロジェクトメンバーの組織・役職・氏名、本プロジェクトでの役割（県とのコンタクトパーソン）、連絡先電話番号、指示系統
・プロジェクト管理方法、県との連絡方法
・業務を安心して実施できることがわかるよう、プロジェクトメンバーの実績があれば簡潔に記載
・外注・再委託を予定しているのであれば、理由とその詳細を記載

	４　業務実績
	

	
	（１）団体情報
	・団体情報及び事業概要。
※提案者（会社）が特定できる記載は行ってはならない
・提案者（会社）の個人情報の取扱い及び個人情報保護に関して有する資格や内部規定等が分かる資料や情報

	
	（２）類似業務の実績等
	・類似の業務実績があれば、表にして分かり易く記載。
（日時・場所・発注者・イベント名・イベント概要・集客人数は明記し、その他の情報があれば記載）
・特に本事業を実施する上で、過去の業務実績からアピールできることがあれば記載。

	
	（３）広報実績等
	・類似のイベントを行った際の、広告媒体（ＳＮＳやチラシ等）

	５　予算
	

	
	（１）経費の内訳
	・予算の振り分けの考え方を記載
（イベント当日、広告、その他）
・業務ごとの経費の内訳
（予算項目を出来るだけ分け、各項目の積算が分かるもの）

	
	
	



